
















































































































































































































Sample Cr(Ⅲ） Cu(II） Pb(11）
SamplingFomd，AClded， Recovery，aFound， Added,RecoverylaFoud，Added，Recoveryぅａ






































１Fｅｈ２０ 99.1±４．２ ＮＤ 7.5９６．７±１．５
a・TherecoveryistlleaverageandSDoftllreereplicatedetenninations・
ＮＤ:Notdetected
学位論文審査結果の要旨
提出論文について、平成１８年２月３曰に開かれた論文審査委員会で、以下のように判定した。
本研究は、水中の極微量金属の濃縮定量法を開発したものである。共沈法は比較的容易に高い濃縮率が得
られる濃縮法であり、高感度な黒鉛炉原子吸光法との組み合わせにより極微量金属の分析が可能となるが、
黒鉛炉原子吸光法は共存物質の影響を受け易く、しばしば共沈剤自身の干渉を受ける。本研究は、捕集能力
が優れ、かつ黒鉛炉原子吸光法に適した共沈濃縮剤を見出し、その共沈機構を調べ、ついで水中微量金属の
簡便な高感度定量法を開発したものであり、研究成果は以下の通りである。１）水酸化スカンジウムが水中
のマトリックスイオンをほとんど共沈せず、銅、ニッケル、コバルト、クロム（Ⅲ）等を定量的に捕集する
のを見出し、これらの高感度な定量法を確立した。ニッケル、コバルトの場合、既知員のスカンジウムを用
いて共沈した後、ニッケル、コバルト量およびスカンジウム量を測定することにより、沈殿の完全な回収を
必要としない簡易な共沈操作を可能とし、迅速な分析法を確立している。また、クロムの場合、試料溶液に
適量のリン酸イオンおよび硫酸イオンを添加することにより、クロム（Ⅵ）がクロム（Ⅲ）の５倍量まで共
存しても共沈されないことを認め、クロム（Ⅵ）をクロム〔Ⅲ）に還元することにより、クロム（Ⅲ、Ⅵ）
の逐次定量を可能にしている。２）水酸化テルビウムが鉛、銅、クロム（Ⅲ）の濃縮・定量に適した共沈剤
であることを見出し、河川水中のこれらの定量に適用し好結果を得ている。テルビウムはスカンジウムと同
様、優れた共沈剤であるが、スカンジウムより安価であるという利点を持つ。また、スカンジウム、テルビ
ウム等の水酸化物は、共沈を行うｐＨ域では負に帯電し、これら水酸化物による各金属の共沈はFreundlich
の吸着等温式にしたがっていることを確認している。ここで提出された方法は、従来の方法の弱点を克服し
た汎用性のある定量法である。
以上の内容から、本論文は博士（工学）に値するものであると判定した。
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